	『La Campanella』

原案　艶之新	
著　野宿良太	

　ゴーン……ゴーン……ゴーン……。
　鐘の音が辺りに響き渡ります。それを最後まで聞き終わる前に、エーミールはベッドから飛び降りて草原へと向かいました。手にはしっかりと白い杖を携えて、それをカツン、カツンと鳴らしながら、精一杯の速足で草原を目指します。外はすっかり暗くなっていましたが、エーミールには関係ありません。本当は杖なんてなくても大丈夫、そんな風に思うことさえあるほどです。毎日通う草原への石畳の道、それはエーミールにとって一日のうちで一番素敵な時間へと向かう道なのです。
「お星様、お星様、こんばんは」
　草原に着くとすぐにエーミールは横になり、空に向かって呼びかけました。夜露を孕んだ草が、しっとりとエーミールの全身を包み込みます。そこかしこでリリリと鳴くスズムシやコオロギの声も、日に日に大きくなってきています。
「やぁこんばんは、エーミール」
　高い所から声が聞こえてきました。エーミールはもうそれだけで嬉しくなって、クツクツと笑い声を上げました。
「お星様、今日はどんなお話を聞かせてくれるの？」
「今日は、遠い遠い南の空の話をしよう」
　そう言ってお星様は、お話を始めました。

本当はお互いに仲良くしたいハエとカメレオンの子ども。だけどそれぞれ親からは、「カメレオンに近づいちゃいけません」「ハエを追いかけなきゃいけません」と言われていたので、仲良くできずにいました。
ある日カメレオンは、ハエに言いました。「明日、天の南極でこっそり会おうよ」
ハエもそれに答えます。「会おう、会おう、絶対会おう」
　二人は約束を交わしてそれぞれ家路に着きました。明日が楽しみでならなくて、上手に眠れません。
　次の日になり、ハエは寝ぼけ眼をコシコシこすりながら天の南極を目指しました。カメレオンと遊べると思うと、はばたく羽にも力が入ります。しばらく行くと、行く手に風鳥が現れました。
「やぁどうしたの、ずいぶん急いでいるみたいだねぇ」風鳥が尋ねます。
「こんにちは風鳥さん、ちょっとこれから、友達に会いに」
　友達、と言った所でハエはくすぐったくなって、照れ笑いしました。
「そんなに急いでいるようだったら、私が乗せていってあげましょうか？」風鳥は、優しくハエに問いかけます。ハエは喜んで、風鳥の背に停まりました。

　ここまでお話が進んだ所で、お星様の声が止みました。
「ねぇお星様、それからどうなったの？」エーミールはこらえ切れなくなって聞きました。
お星様は答えます。「今日はここまで、続きは明日にしよう。次はエーミール、君が私に話しておくれ」
　これはエーミールとお星様の約束事でした。お互いに話を聞かせ合うこと。エーミールは早速今日あった出来事をお星様に話し始めました。
「今日はね、新しい看護士さんが来たの。とても綺麗な声だったから、お願いして一緒にお歌を歌ったの」
「そうかいそうかい、なんの歌を歌ったんだい？」
「『山のごちそう』でしょ、『谷間を行けば』でしょ、それから、うんと、たくさん！」
「そうかい、楽しかったかい？」
「うん、とっても！」
　お星様が微笑んだような気がしました。

			＊＊＊

　テオドルが初めてその少年を見掛けたのは病院の廊下でのことでした。ちょうどその直前に、肺炎の回復が思わしくないことを医者から告げられていた彼は、廊下でぼーっと佇んでいました。少年は、そんな彼の方へとまっすぐ歩いて来たのです。テオドルは咄嗟に廊下の隅へと移動しました。それは、少年の手に握られた白い杖が目に止まったからです。慣れた手つきで白い杖を肩幅に振りながら歩く姿から、少年は生まれつき、あるいはだいぶ幼い頃から目が見えなかったのではないかということが容易に想像されました。
　前を通り過ぎてから廊下の端の角を曲がるまで、テオドルはずっとその少年の後ろ姿を見つめていました。年齢や身の丈、歩くたびに揺れる銀色の髪、どこか頼りなげな背中。テオドルは気付かぬうちに、その少年を、今はもういない彼の弟に重ね合わせていたのでした。
　その夜テオドルは、検診で病室に訪れた看護士に少年のことを尋ねてみました。少年の名はエーミールということ、今年で九歳になること、生まれた時から目が不自由だったこと、身寄りがなく、病院に併設された教会で暮らしていること、今日のように時々検査で病院に訪れていること。看護士はペラペラと少年のことを話すと、クスリと笑みを漏らしました。
「テオドル、あなたが誰かのことを尋ねるなんて、初めてね」
「あぁ、今日たまたま見掛けて、ちょっとね」
　弟の話を持ちだすのが照れくさくて、つい言葉尻が小さくなってしまいした。頬が熱くなるのを感じました。その様子を見ていた看護士は、テオドルに笑いかけて言いました。
「エーミールのことが気になるのだったら、良いことを教えてあげる」

　看護士の言葉の通り、エーミールは草原にいました。初夏の風に揺られる青々とした草に抱かれるように、寝転がって空を眺めていました。光を受け取ることのできないエーミールの灰色の瞳は、満天の星々を映し出してキラキラと輝きを放っていました。それは遠くからでも見て取ることができる、とても美しい輝きでした。声をかけようとテオドルが近づいていくと、エーミールは辺りを探るように首だけ巡らして尋ねました。
「誰か、誰かいるの？」
　突然のことだったので、テオドルはなんと答えて良いものかと考えているうちに返事をしそこなってしまいました。するとエーミールは再び空を眺めて言ったのです。
「もしかして、お星様？　昔お母さんが教えてくれたよ、夜にはお星様が僕たちを見守ってくれているんだって。ねぇ、お星様がいるの？」
　声が期待に満ちています。それを聞いたテオドルは、
「あぁ、私は星だよ」と、思わず答えてしまいました。
「わぁ！　お母さんの言ってた通りだ！　嬉しいな！」
　その弾んだ声を聞いて、もう本当のことは言えなくなってしまいました。テオドルがしどろもどろ困っていると、エーミールは嬉しそうに言葉を続けました。
「ね、なにかお話を聞かせてよ、お星様のお話を」
　テオドルは、必死に頭を回転させました。そして、ポツリ、ポツリと、月の話を始めました。月に住む、本を読む女性の話。それは彼自身が小さい頃、月の影が読書している人に見えたことを思い出したからでした。
　テオドルは無我夢中で話し続けました。月で本を読む女性。とても本が好きで毎日毎日何冊もの本を読んでいるけれど、時々とっても淋しくなってしまうのです。だって月では独りぼっちだから。そして淋しさが募って思わず泣いてしまいそうになると、泣き顔を見られないように月を隠してしまうのです。それが、新月。
　ここでテオドルはようやく一息つきました。その場で思いついたことを一生懸命につなげて、必死に話し続けて、どうにか物語らしくまとめたのでした。
聞き終えたエーミールは、言いました。
「ありがとう、とても楽しかったよ！　だけどお星様、ひとつ教えて」
「なんだい？」
「新月って、なに？」
「新月というのはね、」
　説明しようと口を開きかけた所で、テオドルは気付いてしまいました。エーミールは、新月を知らないのだ、ずっと、目が見えなかったから、月が消えてしまうことを知らないのだ、ということに。鼻の奥がツンとして、涙がこぼれそうになりました。
「ねぇ、新月ってなに？」
　なおも無邪気に尋ねるエーミールに、泣きだしそうなことを悟られまいと注意しながらテオドルは答えました。
「新月の話は、今度してあげよう。それよりも、今日は、エーミールの話を聞かせておくれ」
「わぁ、僕の名前も知ってるんだね！　うん、お話するよ、なんの話が聞きたい？」
「なんでも良いよ、好きなことをお話し」
「うん、あのね、まだ僕がうんと小さい頃にお母さんがね、」
　エーミールは、母親との思い出を、とても大切な宝物に触れるように話し始めました。テオドルは、愛おしい思いでその一言一言に耳を傾けました。まだ幼かったエーミールと母親との思い出、それは母親がしてくれたお星様のお話であったり、目の見えないエーミールを抱っこして公園を散歩した時に草や花や水に触れさせてくれたことだったり。とても些細で、そしてあたたかい話ばかりでした。
　いつまでもエーミールの話は続くように思われました。その時、遠くの方でゴーン……ゴーン……と鐘の打ち鳴らされる音がしました。
「あ、もう九時だ！　お星様、僕もう帰らないと」
　エーミールは唐突に話を切り上げると、そう言って立ち上がりました。
「ねぇお星様、僕、明日も会いに来ていい？」
　テオドルは答えます。
「もちろんだとも、必ず会おう。また、色々なお話を聞かせておくれ」
「うん、お星様もまたお話を聞かせてね」
「あぁ、約束だ」
　そこまで聞くと、エーミールは顔中で笑みを作って大きく頷き、教会へと帰ってゆきました。テオドルはその背中が見えなくなるまで、エーミールの去っていった方を見つめ続けました。空の星は、ずっとキラキラと輝いていました。

			＊＊＊

「お星様、お星様、こんばんは」
　エーミールは呼びかけました。カメレオンとハエの子どもの話を聞いた次の日の夜のことです。
「やぁこんばんは、エーミール」
　その声を聞いて、エーミールは言いました。
「お星様、何かあったの？　元気がないみたい」
　お星様は答えます。
「そんなことないよ、エーミール。さぁ、昨日の続きを話してあげよう」
　エーミールはちょっと心配でしたが、いつしかお星様のお話に夢中になっていました。

　ハエの子どもは風鳥の背に停まったおかげでグングン先に進めます。途中、風の勢いが強すぎて何度も吹き飛ばされそうになりましたが、ハエは一生懸命にしがみつきました。
「ちょっと速すぎるかい？　大丈夫かい？」尋ねる風鳥にハエは答えます。
「平気だよ、とっても楽しいよ」本当にハエは楽しくなっていました。
　自分では絶対に出せないような速さで飛ぶのは、なんて気持ちが良いのだろう。これだったらきっと約束の時間よりもずっと速く天の南極に着くぞ、そうしたら後から来るカメレオンを驚かせよう。そんな風に考えては、小さく笑いました。
　しかし、風鳥は急に羽ばたく羽を止めて言ったのです。
「どうしよう、嵐が来てしまった」
　確かに目の前では、グワングワンと音を立てて風が渦巻いていました。
「これ以上行ったら危ないから、今日は引き返しましょう」
「そんな、僕一人でも行きます」
「駄目だったら、危ないったら」
　風鳥とハエの言い争いが始まってしまいました。

「今日はここまでだよ、エーミール」
「ええ、そんなのってないよう」
　さすがにエーミールは不満でした。こんなに良い所で終わっちゃうなんて、お星様は意地悪だと思いました。
「さぁエーミール、次は君が話しておくれ」
　お星様はそう優しく言いました。だけどエーミールはどうしてもお星様のお話の続きが聞きたくて仕方ありません。
「続きを聞かせてよ、そうじゃなきゃ僕、話さないよ」
「それじゃあ約束と違うじゃないか」
　そのお星様の声が少し悲しそうだったので、エーミールはなんだか泣きそうになってしまって、かえって首を縦に振れなくなってしまいました。意地悪をしたのはお星様が先だ、もう知らない！
「今日はもう帰る！」
　本当に泣いてしまいそうだったので、慌てて立ちあがって白い杖を握ると、ずんずんと教会へと帰ってしまいました。まだ鐘の音は、九時を告げてはいませんでした。

			＊＊＊

「外出禁止だと、あれほど言っているじゃあないか！」
　語気を荒げて告げる医者の言葉も、いまのテオドルには届きませんでした。
　エーミールは昨晩、テオドルとの、お星様との約束を破りました。エーミールと夜の草原で会うようになってから既に季節が一つ変わろうとしていましたが、こんなことは初めてでした。それはテオドルにとって、怒りではなく悲しみの感情をもたらす出来事でした。
　ですがテオドルにも、話を切り上げねばならない理由があったのです。それは、エーミールに話をし、エーミールの話を聞くということが、テオドルの生甲斐となりつつあったからでした。
「昼の間休んでいるというのならまだしも、君は起きている時にはいつも本を読んでばかり。君がいまいかに危険な状態にあるのか、分かっていないのか」
　医者の注意は続きます。しかしテオドル自身、医者から言われるまでもなく自身の体調が思わしくないことは分かっていました。最近では歩くことはもちろん、ただ立っていることさえ辛い時もあるのです。だから医者の方でも、こうしてテオドルの病室へと赴いているのでしょう。
テオドルは、毎日エーミールに会うことだけを目標に生きているのです。だから、自身の話に区切りを付けてしまうことが怖かったのです。今日の続きを明日に、明日の続きを明後日に……そうやって、いつまでもいつまでもエーミールと話したいという思いが、結果として、昨日のような悲しい出来事を引き起こしてしまったのでした。
　今日の夜は、しっかりとエーミールに謝ろう。そして、ちゃんと続きを話してあげよう。テオドルは、そう心に決めました。

			＊＊＊

エーミールは、昨日の夜のことを後悔していました。お星様との約束を、初めて破ってしまったからです。
　約束を破った自分はもう、お星様とはお話しできないかもしれない、という思いもありました。でもそれ以上に気がかりなことがあったのです。それは昨日、お星様に元気がなかったこと。お星様にはなんとなくごまかされてしまいましたが、エーミールはいまになって昨日の夜のことを思い出して、とても心配になったのです。
「どうしたんだろうお星様、大丈夫かなぁ」
そうつぶやいてみると、なんだか本当に大丈夫じゃないような気がして、エーミールは急に泣きたいような気持ちになりました。もしも自分がわがままを言って約束を守らなかったせいで、お星様がもっと元気じゃなくなってしまったら。そう思うと、エーミールはいてもたってもいられなくなってしまいました。どうにかしてお星様を元気づけてあげよう、そして、昨日のことをちゃんと謝ろう。
　窓の方へと目をやると、まだ外は明るいことが分かりました。エーミールの目は、明るさだけなら分かるのです。その時、エーミールはひらめきました。今日の夜は、杖なしで草原に行ってみよう、と。きっとお星様は驚いて、そして褒めてくれる、一緒に笑ってくれる、そうすればお星様は元気になるかもしれない、と。
「よし、そうと決まったら早速練習してみよう！」
　ベッドからピョコンと起きあがると、エーミールは杖を持たずに部屋の中を歩き始めました。夜までに、絶対に歩けるようになろうと思いました。

			＊＊＊

　医者が去った後、テオドルはひとり病室のベッドで横になっていました。両方の目を堅く閉じてはいましたが、決して眠っている訳ではありませんでした。ただじっと、辺りの音に耳を澄ませているのでした。これが、普段エーミールが感じている世界なのかな。ふと、そんなことを思いました。

「検診ですよ」という声を聞いて、テオドルは上半身を起こしました。いつしか本当に眠ってしまっていたようです。どれ位寝入っていたのか分かりませんが、窓の外はすっかり薄暗くなっていました。
「先生から、随分こってりと絞られたようね」含み笑いの声の主は看護士でした。
「あぁ、君か。いや参ったよ、今日は酷く怒られてしまった」
答えながら時計を確認すると、八時まではまだ幾分かの時間が残っていましたので、テオドルはほっと一息つきました。その間にも看護士は、体温計をテオドルの脇の下へと滑りこませてゆきます。
「だけど、会いに行かなければエーミールも淋しがるし、仕方ないんだよ」
「何を言ってるの、いまはもっと自分の体を大事にしてください」いつの間にか看護士は真顔になってそう言いました。
「君まで先生みたいなことを言うんだねぇ。大丈夫、僕は大丈夫」
　テオドルは笑顔を作ろうとしましたが、むせるように咳込んでしまいました。慌てて口を覆った手のひらをふと見ると、真っ赤な血の跡がにじんでいました。テオドルは思わずその手をシーツの裾でそっと拭きました。ちょうど看護士は体温計を取ってカルテに記帳している所でしたので、テオドルの様子には気付いていないようでした。
「ほら見て」看護士はカルテと体温計を指し示しながら言います。「熱もあるんだから、今晩は外出してはいけませんよ」
　テオドルは困ってしまいました。昨日の今日で会えないとなると、きっとエーミールは自分のせいだと思うに違いない。どうにかして外出する手立てはないものか、もしそれが叶わないのなら明後日にどうお詫びしたら良いものか……。
　その時、テオドルの視界の端にエーミールが写り込んだ気がしました。咄嗟にそちらへと首を巡らすと、それは果たして窓の外を行くエーミールの姿でした。
まだ八時の鐘はなっていないのに、どうして？　いや、テオドルはそれ以上の違和感を覚えました。
「なんでエーミールは、杖を持っていないんだ……」
「え？」
　聞き返す看護士に答える間もなく、テオドルはベッドを下りて駈け出そうとしました。しかし、再び咳込んでしまい、膝をついて板張りの床に赤い染みを散らしました。
「きゃっ」看護士は短く悲鳴を上げましたが、すぐにテオドルの肩を掴むとベッドへと押し戻そうとしました。
「お願い、お願いだっ」テオドルは声を限りに叫びます。「僕を行かせてくれっ」
「いけません、エーミールが心配なら私が見に行きますから」
「そうじゃないんだ、僕じゃないと、駄目なんだ」
　息も絶え絶えに訴えるテオドルを見て、看護士は言葉の続きを呑み込んでしまいました。テオドルにとって、このまま行かせてあげるのが一番の幸せなのではないか、一瞬ちらとそんな考えが浮かんだ時、テオドルは再び駈け出しました。二、三歩よろけはしたものの、すぐにしっかりとした足取りを取り戻した彼の背中を、看護士は黙って見送ることしかできませんでした。

			＊＊＊

　最初は順調でした。教会から草原まではずっと石畳になっているので、エーミールは足の裏でその感触を確かめながら一歩一歩通い慣れた道を歩けばよかったのです。
　しばらく行くと、普段とは違って人の話し声があちらこちらから聞こえてきました。念のためいつもよりも少し早目に教会を出たので、まだ外には町の人達が大勢いたのです。少しでも歩けば、誰かにぶつかってしまいそうになります。白い杖を持たないエーミールに気を遣う人は、残念ながら一人もいませんでした。ついには、ドンと誰かとぶつかって、エーミールはその場で転んでしまいました。
「おっとごめんよ」ぶつかった相手の声が遠ざかってゆきます。
　エーミールはどうにかふらふらと立ち上がりました。そして、エーミールはなんとか歩いてゆきます。だけどさっき転んでから、一歩足を前へ出すたびに、ズキリと膝が痛むのです。エーミールは一生懸命に奥歯を噛みしめて、草原を目指しました。
　エーミールにとって、なお悪いことが起こりました。それは空からポツリ、ポツリ、と雨が降り出したことでした。エーミールはもちろん傘など持っていません。雨にぬれてすべりやすくなった石畳の道で、何度も尻もちをつきそうになりながらエーミールは先を目指しました。
「あぁ、昨日約束を破ったから、罰が当たっちゃったのかなぁ」
　悲しい気持ちでエーミールが呟いた時、行く手から声が聞こえました。
「エーミール、こっちだよ」
「えっ！」
　その声は、まぎれもなくお星様の声でした。

			＊＊＊

　走ってきたせいで痛む肺を押さえながら、テオドルはようやくエーミールを見付けたことに安堵の溜息を洩らしました。そして、雨のせいでふらりとよろめくエーミールを見て、いっそその手を握ってあげようかと思いました。しかし彼にはそれができませんでした。ここで手を握ってしまったら、エーミールの信じるお星様が偽物だったとばれてしまうかもしれなかったからです。
　テオドルは再び体を奮い立たせると、そっとエーミールの横をすり抜けて前へと出ました。雨音のおかげで、エーミールに気付いた様子はありませんでした。テオドルは、精一杯の元気を声に込めて、エーミールに呼びかけます。
「エーミール、こっちだよ」
「えっ！」エーミールはとても驚いたような表情を見せた後、急にくしゃりと顔をゆがめました。それは今にも泣き出しそうなのを、必死にこらえている顔でした。
「どうしたんだい、大丈夫かい、エーミール」
「ごめんなさい……。お星様、ごめんなさい……」エーミールの口からは、謝罪の言葉が漏れだしました。
「昨日は約束破っちゃってごめんなさい……杖も持たないでこんなことしちゃってごめんなさい……」
　それを聞いて、テオドルはきゅっと胸が締め付けられるような思いでした。
「私の方こそ、ごめん。意地悪をしようと思ったんじゃないんだ、ただエーミールに続きを楽しみにしていてもらいたかったんだ、もっとエーミールと話をしたかったんだ」
　いつしかテオドルの頬を、涙の雫が、何粒も、何粒も伝っていました。それを悟られまいと、テオドルはごしごしと涙を拭いました。そして、心から楽しそうな声を出して言いました。
「さぁ、昨日の続きを話してあげるよ」

			＊＊＊

　風鳥は最後までハエに忠告しました。
「本当に危ないですよ、どうなっても、もう知りませんよ」
　嵐を前にして、風鳥はついに引き返して行きました。しかしハエは、がぜん張り切ってしまいました。
「元々は僕一人で行くつもりだったんだ、嵐なんかに負けてたまるか」
　ハエは、小さい羽で強く羽ばたき始めました。いまどの辺りにいるか、正確には分かりませんでしたが、風鳥のおかげでだいぶ天の南極に近付けただろうと思いました。
　一方カメレオンは、もう天の南極に着こうとしていました。カメレオンもハエと会えることが楽しみで昨日は全然眠れなくて、結局早めに天の南極に向かうことにしたのです。
「早く会いたいなぁ」カメレオンはうきうきと呟きました。
　そして、カメレオンは天の南極に着きました。
「先に着いちゃった。でもまだ約束の時間まではずいぶんあるぞ。のんびり待とう」
　カメレオンは待ちました。のんびり待ちました。いつしか約束の時間が過ぎました。ハエはまだ来ませんでした。それでもカメレオンは待ちました。
「大丈夫、きっともうすぐ会える」

「それから、それからどうなったの」
　エーミールはお星様を急かしました。ハエがちゃんと天の南極に辿り着けるのか、不安でなりませんでした。
　お星様は、「ちょっとだけ休もう」と言いました。エーミールはさっきから、お星様の声を頼りにずっと草原目指して歩いていたので、転んだ足がそろそろ痛くなっていました。
「うん、ちょっと休もう。だけどちゃんと、今日のうちに続きを話してね」
「あぁ、もちろんだとも」お星様の声がします。「約束するよ」
「うん、ありがとう！」エーミールは、とても嬉しくなりました。

			＊＊＊

　エーミールに休憩を提案するとすぐに、テオドルはその場にしゃがみ込みました。雨はいつしか止んでいましたが、先ほどだいぶ濡れたせいで、ガタガタと体が震えました。口には血の味が広がっていました。
　もうこれ以上話すのは無理ではないか、と一瞬テオドルは考えてしまい、慌てて首を横に振りました。まだ話を終えていない、ここで止める訳にはいかない、とテオドルは自分の脚を強く叩くと、ぐっとその場に立ち上がりました。
「続きを話してあげよう、歩けるかい、エーミール」

			＊＊＊

　いくら待ってもハエは来ません。辺りはすっかり暗くなってしまいました。
「もしかして、約束を忘れてしまったのかしら。ううん、そんなはずはない」カメレオンは、段々不安になってきました。
「ちょっとハエさんの家の方に行ってみようかな」カメレオンは親から「ハエを追いかけなきゃいけない」と言われていたので、本当は家の方に行くのをためらっていました。でも、もしハエに何かあったら大変です。カメレオンは、歩き始めました。
　そうしてすぐに、ハエがなかなか来ない理由が分かりました。目の前にびょーびょーと吹き荒れる嵐が現れたからです。
「ハエさんも、きっと巻き込まれちゃったんだ」カメレオンは、自分のせいでハエが嵐に巻き込まれたのだと思いました。自分がハエを誘ったりしたものだから……。
「ハエさぁん、いたら返事をしてくれよぉ」カメレオンは、嵐に向かって大声で叫びます。「ハエさぁん、ハエさぁん」
「カメレオンさぁん……」どこかで、そんな声が聞こえた気がしました。
「ハエさん、いるのぉ？　どこにいるんだよぉ」
「ここだよぉ、ここだよぉ」今度ははっきりと聞こえました。その声のする方を見れば、嵐の中で一生懸命に羽ばたくハエの姿が確かに見えました。
「遅くなってごめんよぉ、もうすぐ着くよぉ」ハエさんが叫んだ途端、ひと際強い風がごおぉと吹きました。ハエはその風で、吹き飛ばされそうになりました。
「これに、これに捕まって！」カメレオンは、咄嗟に舌を伸ばしました。カメレオンの自慢の、長い長い舌です。カメレオンは必死に舌を伸ばして、ハエにつかまらせようとしました。
　突風に飛ばされそうになりながらも、ハエはどうにか態勢を整えました。そしてカメレオンの長い舌を見ました。ハエは親から、カメレオンは舌で自分たちを追いかけるということ聞いていました。だけど、ハエは、その舌にしがみつきました。
「やったぁ」ハエとカメレオンは同時に叫び声を上げました。突風に飛ばされずに済んだのです。そしてカメレオンはしゅるしゅると舌を縮めました。ハエはその舌につかまったまま、無事に嵐を抜けることができました。
カメレオンは、自分の目の前でハエを下ろしてあげました。二人はどちらともなくクツクツと笑いだしました。
「来てくれてありがとう、会えて嬉しいよ」カメレオンが言います。
「助けてくれてありがとう、こちらこそ嬉しいよ」ハエが答えます。
　二人は一緒に、天の南極に行きました。そしてそこで、ずっと、ずっと、仲良く遊んだのでした。

　お星様のお話が終わったのとエーミールが草原に着いたのは同時でした。
「わぁい、やったぁ」
　エーミールは、もう大声で叫ばなくてはいられないような気がしました。何度も何度も、喜びの声を上げました。そしてそのまま、ゆっくりと横になって、空を見上げました。
「今日も、満天の星だね」エーミールは言います。「僕、分かるんだ。だってお空が明るいもの。ねぇ、お星様」
　しかし、お星様の返事はありませんでした。エーミールは、こんなに夜空は明るいのに、どうしてお星様の声が聞こえないのだろうと、不思議に思いました。もしかして声が聞こえなかったのかしら、エーミールはもう一度大声で呼びかけてみました。
「お星様ぁ、お星様ぁ」
　だけど、返事はありません。
　エーミールは思いました。きっと今日はいつもと違う時間にお話ししちゃったから、お星様も疲れてしまったのだろう、と。
「昨日は僕が約束破っちゃったけど、今日はお星様が破っちゃったねぇ。これでおあいこ、だから僕のこと、許してね。本当に、ごめんね」
　なんだかお星様は元気がなかったから、今晩はゆっくり休んで、明日からはまたお話をしようと、エーミールはわくわくしながら考えました。九時の鐘が鳴るまで、エーミールはずっと夜空を眺めていました。

			＊＊＊

　あれから、お星様がエーミールにお話を聞かせてくれることはなくなってしまいました。
　だけどエーミールは、お星様がまた元気になって、一緒にお話できる日が来ると信じています。その日まで、エーミールは自分の話をお星様に聞いてもらっています。毎日鐘の音を聞いては草原に通って。ほら、今日もまた。
「ねぇお星様、今日はお母さんの夢を見たんだよ。一緒に街に遊びにいって、とっても楽しかったよ」
　夜空が、ひときわまぶしく輝いたような気がしました。
